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九
月
十
六
日
の
建
設
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
令
和
二
年
度
武
蔵
野
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
に
つ
い
て
」
お
よ
び

「
令
和
二
年
度
武
蔵
野
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
二
議
案
が
全
会

一
致
で
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
監
査
を
行
っ
た
監
査
委

員
か
ら
は
、
安
全
で
安
定
的
な
水
道
供
給
の

持
続
性
を
高
め
る
た
め
、
経
営
上
の
最
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
都
営
水
道
事
業
と
の
一
元

化
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
し

進
め
ら
れ
る
よ
う
切
に
期
待
す
る
、
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
し
た
初
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
監
査
委
員
か
ら
は
、
都
市
型

浸
水
や
地
震
に
よ
る
被
害
へ
の
さ
ら
な
る
対

　

七
月
六
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
令
和
三
年
度
武
蔵
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）
な
ど
二
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
を
審
議
す

る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
第
三
回
定
例
会
は
九
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
十
八
人
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
二
年
度
武
蔵
野
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
八
件
の
市
長
提
出
議
案
、
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
を
含
む
土
砂

を
埋
立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
市
議
会
臨
時
会
・
第
三
回
市
議
会
定
例
会

令
和
二
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
を
可
決
・
認
定

策
や
、
望
ま
し
い
水
環
境
へ
の
保
全
・
創

出
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全
で

安
定
的
な
下
水
道
事
業
を
一
層
推
し
進
め

ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
、
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

男
女
平
等
の
推
進
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　

九
月
十
三
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
武
蔵
野
市
男
女
平
等
の
推
進
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
導
入
に
向
け
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
は
、
性
別

等
に
か
か
わ
り
な
く
、
お
互
い
を
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
日
常
生
活
に
お
い

て
、
互
い
に
協
力
し
、
お
よ
び
扶
助
し
合

う
こ
と
を
約
し
た
二
人
が
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
制
度
の
実
施
に

あ
た
っ
て
、
性
別
等
に
起
因
す
る
差
別
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
一
人
一
人
の

命
と
人
権
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
等
の
責
務
や
禁

止
事
項
、
届
出
の
手
続
き
等
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
制
度
の
実
施
に
関
し

て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
で
す
。

　

令
和
三
年
十
月
三
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
武
蔵
野
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

つ
い
て
は
、
告
示
日
に
届
出
の
あ
っ
た

候
補
者
の
総
数
が
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
小
林
ま
さ

よ
し
氏
、
桜
井
夏
来
氏
が
無
投
票
で
当

選
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
三
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果

「夏の夕空」
撮影：寺田珠美（武蔵野市）

場所：三鷹駅北側高層階（2021年８月６日）

オリンピックで世界中が東京に注目する今夏は、西側が毎日雲に覆われていましたので、三鷹電車車庫の上に久々に見えた富士山です。

１面写真募集要領〈次回の締め切り令和４年１月７日〉

●内　　容： 武蔵野市内（市域が一部含まれる公園、施設等を含む。）で応募

者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限り

ます（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てく

ださい。）。  

※インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲

載が主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展示

（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格： ①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４  

②デジタルデータの場合  

・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式  

・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上  

・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで 

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、令和４年２月１日発行の市議会だよりに掲載

する予定です。ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合があ

りますのであらかじめご了承ください。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会

だより発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、

作品採用の条件といたします。

●期　　限：令和４年１月７日（金曜日）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影

場所・作品名・作品に関するコメント (100字程度 ) を明記のうえ、

下記宛先までご応募ください（本名以外での掲載を希望する場合、

上記に加え、ペンネーム（ふりがな）を明記してください。）。  

作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、

次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合が

あります。

●宛　　先： 〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28   

武蔵野市議会事務局市議会だより担当  

デジタルデータの場合はメールで   

ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで  

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮

ください。）
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生涯学習の重要性についてどう考えるか。

学ぶ人の人生だけでなく社会を豊かにす

ることにあり、これらは強く関連している。

武蔵野地域自由大学の現況の課題と今

後の展望についてどう考えるか伺う。

コロナ禍での事業実施が課題である。市

民が豊かな人生を過ごせるよう高度で継続

的、体系的な学習機会を提供していきたい。

本市の生涯学習・スポーツについて、現

況と課題、今後の展望について伺う。

コロナ禍で事業がさまざまな影響を受け

る中、安全・安心な実施が短期的な課題だ。

市民の誰もが生涯学習・スポーツに親しみ

深められるよう、今後さらに充実したい。

生涯学習・スポーツの

拡充を
深沢達也　議員

市における取り組みを踏まえたオリ・パ

ラのレガシーについての見解は。また、そ

の取り組みの結果を次へと生かすべきと考

えるが、どのような検討がなされているか。

誰もがスポーツに親しめる環境づくりの

推進、子どもたちを中心とした掛けがえの

ない学びや経験などがレガシーと考える。

学校でのパラリンピック教育について引き

続き支援を行うことなどを検討している。

健康福祉総合計画に、健康寿命延伸の具

体的目標を明記すべきと考えるが、見解は。

高齢化が進む中で健康寿命の延伸は重要

な視点であり、目標値の設定や明示につい

て計画策定委員会でご議論いただきたい。

オリンピック・パラリンピック

の取り組みを次に生かす
山本あつし　議員

ＪＲ武蔵境駅ホームドア設置の進捗は。

令和４年度にまず土木工事に着手する予

定と聞いている。早期実現を働きかけたい。

増加し続ける空き家の対策として民間賃

貸住宅の空き室を利活用すべきだが見解は。

小規模な共同住宅の空き室率が高く大部

分は賃貸住宅だ。（仮称）あんしん住まい

推進協議会の設置を検討し、専門団体や関

連部署と連携し相談体制等の検討を進める。

コロナ禍での学校再開に不安の声はなか

ったか。また感染予防による自宅待機や登

校が不安な場合オンライン授業が必要では。

保護者等からあった。オンラインは正規

の授業でなく家庭学習等を個別に支援する。

学校は子どもたちの命を守る

ための取り組みを
ひがしまり子　議員

水素活用を含めた具体的な温暖化対策は。

低炭素電力への切り替えを促進する助成

に関し制度設計を進め広報活動を検討する。

水素の活用は国等の今後の動向を注視する。

宿泊療養施設開設に関する都の対応と保

育施設利用者への負荷について市の見解は。

感染状況に鑑み必要な施設と認識するが、

立地等に課題が多く十分な対策と丁寧な説

明を都に継続して要望している。転園や退

園で一部の市民に負担をかけ心苦しく思う。

学習者用コンピューターを活用したオン

ライン授業等柔軟な授業体制を検討しては。

教育の質の担保のためトライアル・アン

ド・エラーにより適切な活用法を追求する。

コロナ禍や災害の激甚化へ

の対応を問う
宮代一利　議員

新型コロナウイルス感染症の見通しは。

新規患者数は減少傾向にも見えるが、増

加に転じる可能性もあり、見通しは難しい。

市ホームページの各種相談一覧で、男性

に関する相談ページは女性に関するものと

比べて充実していないが、今後の対応は。

ＤＶやハラスメントは男女を問わず課題

だと認識しており、相談したい方が相談先

にたどりつけるような見せ方を考えたい。

保護者が新型コロナウイルス感染により

入院した場合の、子どもへの対応を伺う。

市では感染者の個人情報や事例が把握で

きないため、対策や分析の実施が困難であ

り、保健所との情報共有が課題と考える。

新型コロナウイルス感染症の

今後の見通しは
本多夏帆　議員

地震発生時、自宅に危険がない場合は在

宅避難となるが、危険の有無の判断基準は。

一律の判断基準は難しい。自宅の立地や

形態等を考慮し行動できるよう啓発したい。

震災時のコミセンの役割・機能について、

検討状況や取り組み、課題等の認識は。

運営の手引を基に実践に向け話し合いが

されてきたが、各地域で状況が異なり、マ

ニュアル等が定まっていないことが課題だ。

コロナ禍における今後の地域防災活動の

在り方について見解を伺う。

感染状況を見極めながら訓練の再開を探

るとともに、感染症対策を踏まえた避難所

運営マニュアル等を実践していきたい。

震災時における

市民の避難行動対策は
落合勝利　議員

武蔵野市は都心に近いが、あちこちに緑

がある。独歩の森で急速にナラ枯れが広が

り、雑木林の存続に関わる事態だが、早急

に今年度の樹木更新が必要ではないか。

現在被害軽減対策を取りながらモニタリ

ング中であり、来年度以降も実施予定だ。

境山野緑地は重要な緑の拠点であり、専門

家の知見も踏まえ保全方法を検討する。

玉川上水は心地よい水辺空間を生み出し

ている。樹木伐採を伴う東京都の工事に異

論を持つ市民も少なくないが、今後の市民

参加をどのように進めていくのか。

都が説明会や連絡協議会を開き、住民意

見を聞いたうえで進めていると聞いている。

独歩の森や玉川上水

生物多様性と緑の保全を
山本ひとみ　議員

小・中学校の水泳授業の実施にあたり、

民間プールの活用を検討すべきではないか。

指導面や環境面等の点から有効だが、移

動の負担が生じるため、課題整理が必要だ。

キャリア教育には社会保険労務士の力を

活用してはいかがか。

他市での実例があると承知しており、出

前授業等は活用方法の一つと考えている。

ＪＲ三駅へのホームドア設置に積極的に

取り組んでいただきたいが、いかがか。

ホームの安全対策上重要であり、命を守

り育む武蔵野を実現する中で取り組みたい。

　このほか、くらし地域応援券についての

質問がありました。

水泳授業、キャリア教育に

民間の力の活用を
藪原太郎　議員

アストラゼネカ社製ワクチンには有効率

の劣性や副反応の報告がある。市長は各ワ

クチンの特徴や接種間隔等を正確に情報発

信すると言っておきながら、これら重要事

項を市民に対し説明しておらず不親切だ。

インフォームド・コンセントの視点から問

題があり無責任ではないか。

市ホームページで、厚生労働省のホーム

ページを案内し周知している。

現状のコロナ下こそ学習者用タブレット

が活用されるべき。運用に際し、公教育に

おける学習機会の差は発生していないか。

各校の代表教員による連絡会やＩＣＴサ

ポーター等による支援を継続実施している。

ワクチン集団接種アストラ

ゼネカ社製採用について
道場ひでのり　議員

一一一 般般般 質質質 問問問
　第３回定例会では９月７日、８日、９日に18名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質

問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、11月中旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第３回定例会分は11月16日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

令和３年７月７日、吉田利宏先生（元衆議院法制

局参事）を講師にお迎えし研修会を開催しました。

Ｚｏｏｍの活用によりオンラインでも参加できる

ようハイブリッド形式で行いました。

議会改革に関する研修会を開催しました
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国が自治体ＤＸ推進手順書を示したが、

市は今後ＤＸをどのように進めていくのか。

手順書に基づく全体方針を今年度中に策

定する。また、次期の第七次総合情報化基

本計画の中で個別の取り組みを位置づけ、

方針や戦略等を検討していきたい。

教職員のＩＣＴ機器活用において、いつ

でも相談できるよう支援員の増員やサポー

ト体制の拡充が必要ではないか。

教職員を２日に１回の割合でサポートで

きるよう端末導入支援員６名、ＩＣＴサポー

ター３名を配置している。この人材を生か

すとともに、校内ＩＣＴ活用推進リーダーを

中心に組織的に指導力を向上させたい。

武蔵野市におけるＤＸを進め

るための取り組みは
品川春美　議員

武蔵境駅北口のＱｕＯＬａの屋上テナン

トで、緊急事態宣言下にもかかわらず酒類

が提供されているが、指導もせず野放しで

いいのかとの問い合わせがある。市有地の

有効活用事業で建てられた建物で酒類の提

供が行われているということは、市が酒類

の提供を容認していると解釈してよいのか。

当該テナントは飲食店ではなく、都の自

粛要請対象外であり、事業主の判断により

６月より通常営業を行っている。市有地で

の事業のため、自粛運営の意向を確認はし

たが、市は指導・要請する立場にはない。

　このほか、吉祥寺大通り東自転車駐車場

等についての質問がありました。

緊急事態宣言下、ＱｕＯＬａ

での酒類提供は許されるのか
木﨑 剛 議員

本市のワクチン接種が遅いと言われる要

因解消のため①集団・個別接種一括の空き

状況一覧と連動した予約サイトを導入して

は②65歳未満の接種開始時点で曜日を増や

した駅前会場設置が必要だったのでは。

①個別接種予約再開の際は研究したい②

65歳未満の接種開始時期は、供給量が激減

するなど不安定な状況だった。今後は週5

日の駅前接種会場設置を予定している。

夏休み中に18歳以下の２回接種が完了す

ることが望ましかったが、冬休み・受験シー

ズンに向けた受験生の接種への見解は。

今後３回目接種が具体的に進めば、受験

生の接種時期等については検討したい。

都平均より高い接種率でも

遅いと感じられる要因解消を
蔵野恵美子　議員

吉祥寺駅から徒歩１分の暫定駐輪場は将

来吉祥寺東部地区の再開発に必要な市有地

だ。その土地を民間事業者に随意契約で売

却して消防団第２分団隣地を買収し、詰所

を建て替え新たな駐輪場を建設する方向性

だが、詰所の更新時期は10年後で駐輪台数

も足りている。なぜ今急いで契約するのか。

第２分団の建て替えが10年後だからといっ

て悠長に構えていられない。

暫定駐輪場用地は平成５年に11億円で購

入したとのことだが、随意契約で売却する

場合要綱にしたがうと11億円以下で売却す

ることはありえないと考えるが見解を伺う。

法律や要綱等にしたがって行っていく。

吉祥寺駅前市有地売却に関し

てはもっと市民の声を聞け
小美濃安弘　議員

２学期の再開にあたり、専門家会議の協

議内容の投稿が直前とは配慮がなさすぎる。

学校に通知するまでに会議を重ね、一つ

一つ状況に応じて対応した結果だ。

医師会と連携した接種体制整備委員会に 

要綱もなく議事録もないのはなぜか。

医師会内の会議なので、議事録がない理

由を市に問われるのは筋が違う。

どこも平等に危機的な状況なのだから、

それを乗り越えていく知恵と工夫を伺う。

国や都の責任にしていると思いたいのか。

吉祥寺大通り東自転車駐車場の土地売

買について説明責任を果たすべき。

個別の案件であり市民説明になじまない。

コロナ禍に即応すべき「危機

管理体制」のぜい弱化を問う
深田貴美子　議員

国に対し安全で迅速なワクチン供給を引

き続き求める必要があると考えるが見解は。

医師会と連名で国、都に要望書等を提出

した。今後も必要に応じて要望を継続する。

保健所の数や人員が削減され、感染拡大

により保健所業務がひっ迫している。多摩

府中保健所の現状について認識を伺う。

優先順位が高い方への連絡や積極的疫学

調査にはいち早く対応していただいている。

拡充強化が必要な医療体制を逆に縮小す

る形で医療関連法が改悪された。政府に医

療提供体制の抜本拡充を求めるべきでは。

命と健康を守るため病床数や人員等は確

保すべき。今後も関係機関に要望していく。

ワクチンの安全迅速な供給と

医療体制の拡充を国に求めよ
橋本しげき　議員

子どもの感染が拡大する中、保育園を休

園する場合の条件や範囲を事前に保護者に

知らせるガイドラインの公表が必要では。

一律の基準で休園措置を取るのは困難。

専門家会議等に意見を聞き個別に対応する。

子ども施設への検査キット配布等、全対

象者を検査できる体制を求めるが見解は。

検査キットの配布については東京都の取

り組みを支援し、市独自で行う予定はない。

著名なメンタリストによる生活保護利用

者に対する差別発言に関し、市長の見解は。

命に優劣はなく、偏見、差別は無くすべ

き。生活に困窮する人が相談や保護申請を

ためらうことがないよう引き続き対応する。

検査体制を強化し、保育所等

のコロナ感染対策を求める
本間まさよ　議員

学校がオンライン授業を進めるためには、

教育委員会が主導し、先生方のマインドセッ

トを変える支援が必要ではないか。

オンライン授業に限らず、学びの変化に

向き合う中で、学習者用コンピューターの

活用という観点も含め支援していきたい。

自宅療養者の支援について、東京都と覚

書等の締結を行い、保健所と個人情報を共

有し、連携して支援に取り組めないか。

保健所との情報共有は非常に重要である。

現在、本市にも東京都から情報提供に関す

る調査が来ており、今後情報共有ができれ

ば、保健所との役割分担を明確にし、市民

の命を守る取り組みを進めていきたい。

オンライン授業の支援拡充、

自宅療養者を守る情報連携を
大野あつ子　議員

国土交通省が実施している浸水予測シス

テムから提供される最新の豪雨対策情報を、

市の水害対策に活用してはいかがか。

このシステムには、北町保育園周辺の特

定の住民や市下水道課の職員等が登録され

ており、浸水予測情報を得ることで浸水被

害防止や低減対策が期待できる。ただし、

この情報を不特定多数の市民に提供するこ

とは、気象業務法上の点から困難である。

過去５年間の吉祥寺北町１丁目雨水貯留

施設の稼働状況を伺う。

流入は３回、貯留量は合計6,246㎥だ。

　このほか、市議会議員等の被選挙権資格

等についての質問がありました。

吉祥寺北町の水害対策は

きくち太郎　議員

新議員の紹介

桜井　 夏来（47）
① 所属常任委員会：総務委員会
② 議会選出の各種委員等：青少年問題協
議会委員
③ 所属会派：会派に属さない議員
④ 住所：吉祥寺南町３－７－７
⑤ 電話番号：90－７３49
⑥ Ｅ-mail：mail@sakurai-natsuki.jp
⑦ ホームページ：
https://sakurai-natsuki.jp

小林　 まさよし（49）
① 所属常任委員会：建設委員会
② 議会選出の各種委員等：都市計画審議
会委員
③ 所属会派：自由民主・市民クラブ
④ 住所：境南町２－３－14－40２
⑤ 電話番号：0７0－8３７4－6080
⑥ Ｅ-mail：
masayoshi.ms11@gmail.com
⑦ ホームページ：
https://kobayashi-masayoshi.com

武蔵野市議会ホームページ

武蔵野市議会 検 索

▶インターネット議会中継

本会議・各常任委員会・特別委員会の模様
を市議会ホームページで生中継していま
す（生中継の日程は「会議の日程」のペー
ジをご覧ください。）。
録画中継は、生中継終了後３日程度（土・
日・休日を除く。）で、ご覧いただけます。

▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲覧・検索
できます。会議終了後約２か月程度でデータをアップします。

携帯電話版ホームページ

http://www.city.musashino.lg.jp/m/shigikai/

その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。ぜひご利
用ください。

会議のライブ中継や録画配信、議員の紹介や議案の審議
結果等の情報を掲載しています。

http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

令和３年10月４日付で以下の２名が新たに武蔵野
市議会議員となりました。
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第２回臨時会

【市長提出議案（２件）】

● 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度武蔵野市一般会計補正予算
（第４回）） 承認（全会一致）

●令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第５回） 可決（全会一致）

第３回定例会

【市長提出議案（８件）】

●武蔵野市男女平等の推進に関する条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）

　※ パートナーシップ制度の導入に伴い、市、市民および事業者等の責務等を定めるほ

か、カミングアウトおよびアウティングに係る禁止事項を定めるもの。

●武蔵野総合体育館外壁等改修工事請負契約 可決（全会一致）

　※ 武蔵野総合体育館の外壁や屋上防水の改修工事や、コミュニティデッキの高圧洗

浄、鉄部改修等を行うもの。契約金額は４億2,570万円。

●令和２年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 
 可決及び認定（全会一致）

●令和２年度武蔵野市下水道事業会計決算の認定について 認定（全会一致）

●令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回） 可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第１回） 可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回） 可決（全会一致）

●物損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について 可決（全会一致）

　※ 武蔵野市が管理する樹木の枝の落下により発生した物損事故に係る損害賠償の額

の確定および和解をするもの。

【議員提出議案（１件）】

●沖縄戦戦没者の遺骨を含む土砂を埋立てに使用しないことを求める意見書 
 可決（全会一致）

議案に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載してい
ます。

議案審議結果（議決）一覧

陳
情 

審
議
結
果

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
を
含
む

土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
本
土
か
ら
も

数
多
く
の
兵
士
が
送
ら
れ
た
沖
縄
戦

で
は
、
一
般
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
凄

絶
な
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
六

月
二
十
三
日
の
沖
縄
戦
終
結
の
日
に

は
、
さ
き
の
大
戦
で
貴
い
犠
牲
と
な

っ
た
戦
没
者
の
慰
霊
と
、
恒
久
平
和

を
祈
り
、
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
が

開
か
れ
て
い
る
。

　

同
追
悼
式
が
開
か
れ
る
糸
満
市
摩

文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
内
の
「
平
和

の
礎
」
に
は
、
国
籍
や
軍
民
の
別
な

く
、
二
十
四
万
一
千
六
百
三
十
二
名

の
犠
牲
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る

（
二
〇
二
一
年
六
月
現
在
）
。
こ
の
摩

文
仁
を
中
心
と
し
た
沖
縄
本
島
の
南

部
地
域
は
、
一
九
七
二
年
の
本
土
復

帰
に
伴
い
、
戦
跡
と
し
て
は
我
が
国

唯
一
の
「
沖
縄
戦
跡
国
定
公
園
」
と
し

て
指
定
さ
れ
た
。本
島
南
部
地
域
は
日

本
軍
司
令
部
が
置
か
れ
た
こ
と
で
沖

縄
戦
の
中
で
も
激
戦
の
地
と
な
り
、

犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
住
民
や
兵
士
の

遺
骨
が
、
戦
後
七
十
六
年
を
経
た
今

も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
長
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
々
に
よ
り
戦
没
者
の

遺
骨
の
収
集
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、

「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」（
二
〇
一
六
年
施
行
）
で

は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
四
年

を
、
沖
縄
の
ほ
か
東
京
小
笠
原
諸
島

硫
黄
島
を
は
じ
め
国
内
外
の
遺
骨
収

集
の
集
中
実
施
期
間
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
国
は
、
戦
没
者

■
不
採
択

・
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
青
少
年
健
全
育

成
環
境
、
居
住
環
境
、
地
域
風
紀
を

守
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
環
境
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情
（
※
）

・
吉
祥
寺
大
通
り
東
自
転
車
駐
車
場

廃
止
の
見
直
し
に
関
す
る
陳
情

・
吉
祥
寺
大
通
り
東
自
転
車
駐
車
場

用
地
売
却
反
対
及
び
東
部
地
区
の

活
性
化
の
た
め
の
計
画
推
進
に
関

す
る
陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

の
遺
骨
が
残
る
南
部
地
域
の
土
砂
を

埋
立
て
工
事
に
使
用
す
る
申
請
を
沖

縄
県
に
提
出
し
た
。
戦
没
者
の
遺
骨

を
含
む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
す
る

こ
と
は
、
遺
族
の
悲
痛
を
倍
加
さ
せ

る
の
み
な
ら
ず
、
戦
没
者
を
冒
瀆
す

る
も
の
で
あ
り
、
人
道
上
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
政
府

及
び
関
係
機
関
に
対
し
下
記
の
事
項

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一　

沖
縄
戦
の
戦
没
者
の
遺
骨
を
含

む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し
な
い
こ

と
。

二　

「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
政
府
の

責
務
と
し
て
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
を

行
う
こ
と
。

（
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
外
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
環
境
大
臣
・
防
衛
大
臣
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
宛
て
）

市議会からのお知らせ

　以下のとおり、全員協議会が開催されました。

・ 第一中学校及び第五中学校改築　改築コンセプト等について（令和３年８月12日）

・議会人事について（令和３年10月19日）

全員協議会

○ 令和２年度の決算を審査する特別委員会は、第４回定例会にて開催されます。

○ 詳細な日程については、決定次第、市議会ホームページに掲載しますので、ホーム

ページでご確認いただくか、議会事務局に直接お問い合わせください。

決算特別委員会開催のお知らせ（第４回定例会）

議員辞職について

・ 堀内まさし議員（自由民主・市民クラブ）が令和３年７月29日付で議員を辞

職しました。

・ 深田貴美子議員（改革武蔵野・都民ファースト）が令和３年９月22日付で議

員を辞職しました。

 

所属会派の変更等について

・ 改革武蔵野・都民ファーストが会派要件を満たさなくなったため、品川春美

議員が会派に属さない議員になりました。

・小林まさよし議員が自由民主・市民クラブに所属しました。

 

総務委員会、建設委員会、議会運営委員会、特別委員会、議会広報

委員会委員等の変更等について

議員辞職およびそれに伴う各会派の比率変更により、以下のとおりとなりました。

≪総務委員会≫

（選出）桜井夏来議員（令和３年10月６日付）

≪建設委員会≫

（委員長就任）与座 武 委員（令和３年８月23日付）

（選出）小林まさよし議員（令和３年10月６日付）

≪議会運営委員会≫

（選出）深沢達也議員（令和３年９月22日付）

≪外環道路特別委員会≫

（選出）道場ひでのり議員（令和３年８月10日付）

（選出）藪原太郎議員（令和３年９月22日付）

≪議会広報委員会≫

（辞任）品川春美議員（令和３年９月22日付）

（選出）深沢達也議員（令和３年９月22日付）

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持って

いる議員のグループで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の

直通電話番号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認

いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道　場ひでのり　　小　林まさよし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

きくち　太　郎　　土　屋　美恵子

与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

会派に属さない議員

第７議員控室 ☎６０－１９０９

山　本　ひとみ　　下　田　ひろき

第８議員控室 ☎６０－１９４４

桜　井　夏　来　　品　川　春　美

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/
※会派構成が変更になりました。
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